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Abstract   During an ichthyofaunal survey of southwestern Satsuma Peninsula, Kagoshima 
Prefecture, Japan, a single pompano specimen (748.0 mm standard length, 814.0 mm fork 
length)  was collected by set net at a depth of 20 m on 24 November 2018. The specimen 
was subsequently identified as Trachinotus anak Ogilby, 1909, having the following 
combination of characters: dorsal-fin rays VI-I, 18; anal-fin rays II-I, 16; snout profile 
essentially straight immediately above upper lip; upper lip separated from snout by a 
continuous deep groove; a narrow band of villiform teeth on lower jaw; teeth on tongue 
absent; supraoccipital bone thin and blade-like; nasal and lacrimal bones hyperossified; 
first supraneural bone an inverted “L” shape; first to third ribs hyperossified; no distinct 
pattern (e.g., blotches or bands) on lateral body surface; and anal-fin lobe yellow, the 
anterior margin lacking brownish coloration. Because of the superficial similarity of T. 
anak to T. mookalee Cuvier, 1832, differentiation between the species sometimes requiring 
dissection, previous Japanese records of T. mookalee were re-examined. Trachinotus 
mookalee was confirmed as occurring in Japanese waters, but is known only from a single 
specimen from Miyazaki Prefecture, east coast of Kyushu, southern Japan. Trachinotus 
anak was previously known only from Taiwan, northern and eastern Australia, and New 
Caledonia, the present specimen from Kagoshima representing the first record from Japan 
and northernmost record for the species. The new standard Japanese name “Yokozuna-
marukoban” is herein proposed for the species.
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com)

アジ科コバンアジ属（Carangidae: Trachinotus）
は，側線に稜鱗が発達しない，背鰭と臀鰭

の前方に遊離棘をそなえる，下顎に歯がない（ま
たは絨毛状歯がある），上唇が深い溝によって吻
部と隔てられる，尾柄部の背腹面に溝がないこと
などの特徴をもち（Suzuki, 1962；Gushiken, 1983；
Smith-Vaniz, 1999），これまでに 20有効種が知ら
れている（Fricke et al., 2019）．日本からはコバン

アジ T. baillonii（Lacepède, 1801），マルコバン T. 
blochii（Lacepède, 1801），およびコガネマルコバ
ン T. mookalee Cuvier, 1832の 3種のみが記録され
ている（瀬能，2013）．

2018年 11月 24日に鹿児島県南さつま市笠沙
町から 1個体のコバンアジ属魚類が採集された．
この標本を精査したところ，計数形質，内部形態，
および色彩の特徴から Trachinotus anak Ogilby, 

鹿児島県から得られた日本初記録のアジ科魚類
Trachinotus anak ヨコヅナマルコバン（新称）
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1909に同定された．本種はこれまで台湾，オー
ストラリア北部から東部，およびニューカレドニ
アからのみ報告されていた（Lin and Shao, 1999；
Smith-Vaniz, 1999；Larson et al., 2013）．したがって，
本研究では鹿児島県産の 1個体の標本に基づき，
本種を日本から初めて報告するとともに，T. anak
に対して新標準和名ヨコヅナマルコバンを提唱す
る． 
標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler（1947）

および Smith-Vaniz（1983, 1986）にしたがった．
標本の同定は Smith-Vaniz（1999）にしたがい，同
定に必要な内部骨格は解剖により直接観察を行っ
た．体各部，骨格，および筋肉系の名称は，それ
ぞれ中坊・中山（2013），中坊・木村（2010），お
よび中江・佐々木（2010）にしたがった．なお，
中坊・木村（2010）における涙骨の表記である
“lachrymal” はラテン語であるため，本報告では英
語表記 “lacrimal” を用いた．計測はノギスを用い
て 0.1 mmの精度で測定した．標準体長（standard 
length）は体長または SLと表記した．生鮮時の
色彩の記載は，固定前に撮影されたカラー写真に
基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方
法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標
本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されてお
り，上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに

登録されている．本報告中で用いられている研究
機関略号は，KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）
と MUFS（宮崎大学農学部海洋生物環境学科）で
ある．

Trachinotus anak Ogilby, 1909
ヨコヅナマルコバン（新称）

（Figs. 1, 2）

標 本　KAUM–I. 123272，体長 748.0 mm，尾叉
長 814.0 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片浦貝
浜沖（31˚25'58″N, 130˚12'00″E），水深 20 m，定置網，
2018年 11月 24日，坂元　治採集．

外部形態の記載　背鰭鰭条数 VI-I, 18；臀鰭鰭
条数 II-I, 16；胸鰭鰭条数 18；腹鰭鰭条数 I, 5；鰓
耙数 3 + 8 = 11．体各部の尾叉長に対する割合
（%）；括弧内は体長に対する割合（%）を示す：
体高 38.6（42.0）；頭長 22.9（25.0）； 胸鰭基底部
における体幅 14.7（16.0）；吻長 8.0（8.7）；眼窩
径 3.3（3.6）；眼隔域幅 11.4（12.4）；上顎長 7.8
（8.4）；尾柄高 5.9（6.4）；尾柄長 14.1（15.3）；背
鰭前長 40.1（43.6）；臀鰭前長 49.3（53.6）；腹鰭
前長 27.1（29.5）；背鰭基底長 36.0（39.2）；臀鰭
基底長 32.5（35.4）；尾鰭長 28.3（30.7）；腹鰭棘
長 3.7（4.0）；腹鰭第 1 軟条長 7.4（8.0）；胸鰭最

Fig. 1.　Fresh specimen of Trachinotus anak collected from Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 123272, 748.0 
mm SL).
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長軟条長 15.2（16.5）；背鰭最後棘長 2.5（2.7）；
背鰭葉状部高 20.7（22.5）；臀鰭第 3 棘長 2.2（2.4）；
臀鰭葉状部高 18.7（20.4）．
体は前後方向に長い卵型で側扁する．体高は背

鰭第 1 軟条基部で最大．体背縁は上顎前端から眼
の上方にかけて著しく盛り上がり，そこから背鰭
葉状部起部にかけて緩やかに上昇する．背鰭基底
部の体背縁は直線状を呈し，下降する．体腹縁は
下顎先端から臀鰭第 1 軟条基部にかけて緩やかに
下降し，臀鰭基底部は直線状を呈し，上昇する．
尾柄部は前部から後部にかけて次第に細くなる．
尾柄部の背腹面は溝を欠く．背鰭第 1–6棘は遊離
棘で，第 3，5，6棘は上端を除き皮下に埋没する．
背鰭第 1 軟条基部は臀鰭第 2棘基底後端よりも僅
かに後方，背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上にそ
れぞれ位置する．臀鰭第 1，2棘は遊離棘で，第
2棘は完全に皮下に埋没する．臀鰭第 1軟条基部
は背鰭第 4軟条基部直下に位置する．背鰭と臀鰭
の前部は著しく伸長する．胸鰭基底上端は鰓蓋後
端よりも僅かに後方，胸鰭基底下端は上顎前端よ
りも僅かに下方にそれぞれ位置する．胸鰭後端は
尖り，背鰭第 3 棘基部直下に僅かに達しない．腹
鰭基部は胸鰭基底下端よりも後方，腹鰭基底後端
は背鰭第 1 棘基部直下よりも前方にそれぞれ位置
する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 2棘基部直下
に達する．尾鰭は二叉型を呈し，深く湾入する．
肛門は前後方向に長い裂孔状で，背鰭第 6棘基部

直下より前方に位置する．前鰓蓋骨，間鰓蓋骨，
主鰓蓋骨，および下鰓蓋骨の後縁はともに円滑．
口裂は小さく，上顎後端は眼中央の垂直下に達し
ない．眼および瞳孔はともに円形．鼻孔は 2 対で，
前鼻孔および後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前
方に位置する．前鼻孔および後鼻孔はともに前後
方向に細長い裂孔状．上唇直上の吻部の輪郭は側
面から見て直線的であり，吻部前端は両顎より前
方に突出する．上唇および下唇は厚く，上唇は深
い溝によって吻部と隔てられる．両顎に狭い絨毛
状歯帯をそなえる．舌上に歯をもたない．側線は
完全で，鰓蓋後端直上よりやや後方から始まり，
背鰭第 1棘基部前方にかけて緩やかに上昇し，そ
こから波打ちながら下降し，尾鰭基底中央に至る．
側線上に稜鱗はない．体は頭部および鰓蓋後端上
方から胸鰭基底後部にかけての無鱗域を除き，丸
い敷石状を呈する細かい円鱗に被われる．

内部形態の記載（Fig. 2）　上後頭骨（supraoccipital）
の上片は薄い板状．背側筋は前頭部までよく発達
する．鼻骨（nasal）と涙骨（lacrimal）はこぶ状に
肥大する．上神経棘（supraneural）は 3本であり，
第 1骨は逆 L字状で背縁部は肥大しない．肋骨
（rib）は 7本で，第 1–3骨は前半部が紡錘状に肥大
し，第 2骨が最も発達する．

生鮮時の色彩（Fig. 1）　体は体側上半部で黄緑
色がかった銀黒色で，とくに側線の上方ではより
黒みがかり，体側下半部ではやや淡い銀黒色を呈

Fig. 2.　Flip horizontal illustration of supraoccipital and supraneurals (A), nasal and lacrimal (B), 
and ribs (C) of right side of Trachinotus anak (KAUM–I. 123272, 748.0 mm SL). Bony areas shown 
with gray.
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する．体側面に黒斑や横帯などの模様をもたない．
頭部と体側の腹面は白色．吻部前端から背鰭起部
までの体背縁と前頭部側面は暗いオリーブ色で，
頭頂部でわずかに体側面に広がる．尾柄背縁は暗
いオリーブ色で，腹面は黄色がかった銀黒色．唇
は暗い灰色．背鰭各棘は暗いオリーブ色．背鰭軟
条部は葉状部において明るいオリーブ色を呈し，
後半部は黄緑色がかった灰色．背鰭基底部は黒色
がかる．臀鰭遊離棘は白色で，第 3棘は明るいオ
リーブ色．臀鰭軟条部は葉状部において黄色を呈
し，後半部は黄緑色がかった灰色．臀鰭軟条部の
縁辺は褐色の縁取りをもたない．胸鰭の前半部は
淡い銀黒色で，後半部にかけては暗いオリーブ色．
胸鰭腋部は黒色．腹鰭の地色は白色で前部は黄色
がかる．尾鰭はオリーブ色で，縁辺はやや暗い． 

固定時の色彩　体側上半部は暗色で，体背面で
はより暗色が濃くなる．体側下半部は淡褐色．頭
部と体側の腹面は黄褐色．生鮮時にみられた黄緑
色がかった色彩はすべて消失する．

分布　Trachinotus anakは台湾，ダーウィンから
モートン湾にかけてのオーストラリア沿岸，およ
びニューカレドニアからのみ記録されている（Lin 
and Shao, 1999；Smith-Vaniz, 1999；Larson et al., 
2013）．本研究により鹿児島県南さつま市笠沙町
（薩摩半島西岸）から記録された．

備考　鹿児島県産の 1標本は胸鰭最長軟条長が
頭長より明らかに小さい，側線に稜鱗が発達しな
い，下顎に狭い絨毛状歯帯をそなえる，上唇が深
い溝によって吻部と隔てられる，尾柄部の背腹面
に溝がないことなどの形態的特徴が Smith-Vaniz
（1999）の示したコバンアジ属 Trachinotusの特徴
に一致した．さらに本標本は背鰭軟条数が 18，
上唇直上の吻部の輪郭が側面から見て直線的，舌
上に歯をもたない，上後頭骨上片が薄い板状，鼻
骨と涙骨がこぶ状に肥大する，第 1上神経棘が逆
L字状である，肋骨第 1–3骨の前半部が紡錘状に
肥大する，体側に黒斑や横帯などがない，および
臀鰭軟条の葉状部が黄色であるなどの特徴が
Smith-Vaniz（1999）が示した T. anakの標徴とよ
く一致したため本種に同定された．
また，本標本は上記の特徴の組み合わせにより

インド洋に分布する T. africanus Smith, 1967と T. 
bolta (Shaw, 1803)，南 西 太 平 洋 に 分 布 す る T. 
copperingi Günther, 1884，およびインド・太平洋に
分布するコバンアジ，マルコバン，およびコガネ
マルコバンと識別され（Smith-Vaniz, 1999），総鰓耙
数が 11，背鰭葉状部高が尾叉長の 20.7%，臀鰭葉

状部高が尾叉長の 18.7%，項部が隆起しない，第 1
上神経棘の背縁部が肥大しない，および胸鰭腋部
が黒色などの特徴の組み合わせにより東太平洋に
分布する T. kennedyi Steindachner, 1876，T. paitensis 
Cuvier, 1832，T. rhodopus Gill, 1863，および T. stilbe 
(Jordan and McGregor, 1898)とも明瞭に識別される
（Smith-Vaniz, 1995）．

Trachinotus anakは全長がおよそ 1 mに達する大
型種であることに加え，計数・計測形質や色彩な
どの特徴がコガネマルコバン T. mookaleeと酷似
する．両種は尾叉長 200 mm以上の個体において
吻部の輪郭がわずかに異なり，T. anakの上唇直
上の吻部の輪郭は側面から見て直線的であるのに
対し，コガネマルコバンの吻部輪郭は均一に丸み
を帯びるものの（Smith-Vaniz, 1999），外部形態に
よる識別は困難である．しかし，両種の内部形態
には明瞭な相違があり，T. anakは舌上に歯をも
たないことで，舌上に狭い歯帯をもつコガネマル
コバンと識別される（コガネマルコバンの舌上歯
帯は尾叉長 500 mm以下の個体でのみ顕著；
Smith-Vaniz, 1999）．さらに，尾叉長 300 mm以上
の個体では T. anakは上後頭骨上片が薄い板状（コ
ガネマルコバンではソーセージ状に肥大する），
鼻骨と涙骨がこぶ状に肥大する（肥大しない），
および肋骨第 1–3骨の前半部が紡錘状に肥大する
（肥大しない）などの内部骨格の特徴によりコガ
ネマルコバンと識別される（Smith-Vaniz, 1999）．
上述の通り，T. mookaleeとコガネマルコバンは

外部形態が互いによく似ることから，本研究では
コガネマルコバンの日本における分布を再検討し
た．岩槻ほか（2000）は宮崎県から得られた小型
の 1標本（MUFS 12564，体長 204 mm，尾叉長
225 mm）に基づき T. mookaleeを日本から初めて
報告し，同時に本種に対し新標準和名コガネマル
コバンを提唱した．さらに，彼らは神奈川県三浦
半島，宮崎県，および長崎県五島列島において写
真撮影および目視された大型個体（全長 60–90 
cm）を T. mookaleeと同定した．日本産アジ科魚
類の総括を行った瀬能（2013）は岩槻ほか（2000）
を引用し，標本が得られている宮崎県に加え，神
奈川県三浦半島と長崎県五島列島を本種の分布域
に含めた．しかし，岩槻ほか（2000）は写真と目
視によって報告した個体を背鰭葉状部の長さと大
型の体サイズを根拠にコガネマルコバンに同定し
ており，本研究により日本における分布が明らか
になった T. anakも同様の特徴を共有するため，
これらの個体が T. anakであった可能性もある．
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なお，岩槻ほか（2000）は宮崎県から得られた 1
標本と T. anakの比較を行っていないものの，こ
の標本は吻の輪郭が均一に丸みを帯びる，舌上に
歯帯をもつことなどの形態的特徴が Smith-Vaniz
（1999）が示した T. mookaleeの標徴とよく一致す
ることから T. anakではない．したがって，コガ
ネマルコバンの日本における確実な分布記録は宮
崎県からの 1標本に限られる．

Trachinotus anakはこれまで台湾，オーストラリ
ア沿岸，およびニューカレドニアからのみ記録さ
れていた（Lin and Shao, 1999；Smith-Vaniz, 1999；
Larson et al., 2013）．したがって，本研究で記載し
た鹿児島県産の標本は T. anakの日本からの初め
ての記録となると同時に本種の北限記録となる．
近年，マサカリテングハギ Naso mcdadei Johnson, 

2002，カガヤキミゾイサキ Pomadasys kaakan (Cuvier, 
1830)，イワツキクロダイ Acanthopagrus taiwanensis 
Iwatsuki and Carpenter, 2006など台湾近海を北限と
する魚類の成魚が冬季に薩摩半島西岸で単発的に
確認される事例が相次ぎ，これらは黒潮による成
魚輸送と考えられている（瀬能ほか，2013；Hata et 
al., 2015；藤原ほか，2017）．本報告における T. 
anakの標本は採集された季節，体サイズなどもこ
れらの事例に合致することから，同様の要因で日
本から初めて採集されたものであると考えられる．

Trachinotus anakには和名がないため，鹿児島県
産の標本（KAUM–I. 123272，体長 748.0 mm）に
基づき，新標準和名ヨコヅナマルコバンを提唱す
る．これは本種の巨躯と発達した背側筋が，大相
撲の力士の最高位である横綱を連想させることに
因む．
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